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武家屋敷で見られた門の形

式。江戸時代に多く建てら

れ、名字帯刀を許された民家

の門形式にもみられる。門の

両側が長屋となっており、格

子のある監視室から、訪ねて

きた人を確認することがで

きる。 

■箱階段   

階段の下の空間を有効利用する目的で引き出し

や戸棚を取り付けた階段。江戸時代の初めの頃

に登場した。明治以前は勾配の急なはしごのよ

うなものが多かったが、特に 2 階建てが造られ

るようになった明治時代に町屋や農家で多く用

いられた。 

■観音扉 

左右の扉を中央から開けるように作った開き戸のこ

と。火事が起こった際に火の粉が移るのを防ぎ、また

扉が段上に作られることで二次災害を防ぐ。土で造ら

れているため、燃えにくい。 

■あげ船 

河川の氾濫による洪水にそな 

えて用意された船。水害の時 

に住民の避難、家畜、穀物等 

を近くの高台へ運んだりした。 

普段は底を上にしてつるし、 

納屋や水塚（みづか）の軒先 

などにつるされていた。水塚 

とは、洪水の際に避難するた 

めの施設のことで、屋敷内にあらかじめ築き上げられた土盛りや、その上に設けられた小屋のこと。一旦洪

水が起こると住人は長期にわたって水塚に避難しなければならないことが多く、そのためにここには避難生

活に必要な生活道具や非常用の食料などを貯蔵していた。埼玉県内では、北は行田市や加須市から、南は八

潮市や三郷市に至るまでの区域内に 1200 基を超える水塚が確認されている。中村家でも、かつて西の蔵が

有った場所は、土盛りがなされ周囲よりも高くなっています。また土蔵自体も高床で洪水に対応するつくり

になっている。 

■饅頭金物 

別名「おっぱい飾り」

といわれ、門の表側に

出た鎹（かすがい）の

頭を隠すための装飾

品。門の風格を高める

効果もある。                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

                                                 

         

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 長屋門のつくり ● 
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